
 
 
 

 

 

 

                        越谷西特別支援学校         Ｒ５．11．１０発行 

                    松伏分校            進路指導部   

 

 

 

  

 現場実習を終えて、今後の自分の進路、実習先の希望先を考えているところかと思われます。松伏分校

では１１月に今後の進路に対する意識づけとして「就労支援アドバイザー講演会」の実施、実習受け入れ先

(受け入れ予定先)へ松伏分校のことを知ってもらうきっかけ作りとして 

「企業向け学校公開」を実施しています。 

今回は「就労支援アドバイザー講演会」についてお知らせします。 

 （企業向け学校公開の様子は次号にて掲載予定です） 

就労支援アドバイザーとして、ウェルビー株式会社より、菱(ひし)様、 

神戸(かんべ)様に御依頼し、「働くために大切なこと」と題して、生徒向け、 

保護者向けに御講演をいただきました。 

主な内容は以下になります。 

①働くために大切なことは・・まず“体調の安定”。 
 ・就労準備性ピラミッドでの土台にあたる部分です。 

・これはどんなことをするにあたっても大事なことです。 

 ・「挨拶」「出会い」「手伝い」「移動手段」「成功体験」を意識。 

 ・失敗しても、その後どう対処するかが大切。 

②働くにあたっての不安 

  働く=辛いこと ではなく、働く=楽しいこと と捉えてほしい。 

  あなたの仕事は、その仕事を必要としている相手が必ずいます。 

③働くために不安がある場合は 

 ・就職パターンは２種類 

  (1)ストレート型就職・・卒業後すぐに一つの企業へ 

  (2)２ステップ型就職・・就労準備（就労移行など）を経て企業へ 

  働くことに不安がある場合は、２ステップ型を考えてみても・・企業の選択肢が増えます。 

・自分の「やりたいこと」と「できること」と「求人」の３つが重なり合うことが理想ですが、 

      「やりたいこと」を重視しすぎると、なかなか就職が決まらないことが多い。 

「自分のできること」を重視して就労先を考えると働くことが長続きし、 

それが「やりたいこと」に代わっていくと話がありました。 

 

保護者向け講演会では、質疑応答において、卒業後の定着支援に関して、 

様々な相談機関のお話しも併せてしていただけました。 

 

 

 

 

当日の資料を配付いたしますので、御参考にしてください。 

１・２年生においては、３学期の現場実習希望確認用紙を配付しています。 

「自分のやりたいこと」と「自分のできること」をよく考え希望を出してほしいと思います。 

松伏分校進路だより  

令和５年度 



 

 

 

 

 

  

 

 

       

      

   各都道府県や市町村、民間企業内に設置され、職業訓練を長期間または短期間、就職への技能を 

高めるための訓練を行う場が、「職業能力開発校」といいます。その中に、障害者に向けての訓練課程を 

設けていたり、専門分野を設置されていたりする場所が、「障害者職業能力開発校」と呼ばれています。 

近隣には以下のような開発校があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1年間または 2年間の訓練期間になります。 オープンキャンパスや説明会も実施しています。 

 

 （どんな訓練をしているの？） 

  仕分け作業 品出し作業 封入作業 ネックシール作業 ピッキング作業 ＰＣデータ入力作業  

タイピング ＰＣ(ワード、エクセル等) ベッドメイキング  食器洗浄 清掃作業  

接客マナー グループワーク  体力作り         

などの訓練、演習をしています。その他に、企業見学 企業実習 面接練習も行っています。 

学校のように、文化祭やスポーツ大会を実施する開発校もあります。 
 

 （就労先を決める方法は？） 

  ・特別支援学校と同じく、希望職種を確認し、現場実習を行い、面接試験などを経て就労先を決定し 

ます。年度途中の採用(中途採用)の場合は、決まり次第、開発校は退所になります。 

（４月採用での雇用契約の場合は、３月まで引き続き訓練をしてスキルを上げてゆきます。） 
 

 （就労移行支援事業所との違いは？） 

  ・大きな違いは、１年目から就職活動を行うことです。 

なお、就労移行支援事業所の多くは、１年はスキルアップの期間、２年目で就職活動としているようです。 
 

 （入校方法は？） 

  ・３年生の秋に説明会、１１月～１２月に募集(願書提出)、１２月入校試験(面接・作文・作業検査)を 

実施。（学卒募集(特別支援学校３年生のみの募集)を行っている開発校もあります。） 

  ・試験の１週間以内に合否発表。 

 

         ・・・障害者職業能力開発校に興味・関心のある方は進路担当まで 

 

 

 

その 4１ 

『障害者
しょうがいしゃ

職業
しょくぎょう

能力
のうりょく

開発校
かいはつこう

』  

校名 該当課程 所在地 最寄り駅

埼玉県立職業能力開発センター サービス実務科 さいたま市
鉄道博物館駅(ニューシャトル）
日進駅（ＪＲ線）

東京都立城東職業能力開発センター 実務作業科 東京都足立区
綾瀬駅（千代田線）
青井駅（つくばエクスプレス）

東京都立中央・城北職業能力開発センター板橋校 実務作業科 東京都板橋区 浮間舟戸駅（ＪＲ線）

東京障害者職業能力開発校 実務作業科 東京都小平市
小川駅、八坂駅(西武線）
新小平駅（ＪＲ線）

千葉県立我孫子高等技術専門校（ちばテク我孫子校） 実務作業科 千葉県我孫子市 我孫子駅(ＪＲ線）

上記の他に

国立職業リハビリテーションセンター
中央障害者職業能力開発校と中央
広域障害者職業センターを併設

所沢市 航空公園駅、新所沢駅(西武線）


